
 
 

 

概念・定義  
 

 慢性糸球体腎炎は，蛋白尿および（または）血尿の尿所見異常が 1年

以上続くものと定義される腎疾患の臨床概念の一つである。このような

臨床症状を呈する原疾患として，病理組織学的に表に示すような疾患が

あげられる。 

 

表 慢性糸球体腎炎の原疾患 

原発性糸球体腎炎 

1. メサンギウム増殖性糸球体腎炎（IgA腎症，非 IgA糸球体腎炎） 

2. 膜性腎症 

3. 膜性増殖性糸球体腎炎 

4. 巣状分節性糸球体硬化症 

5. 半月体形成性糸球体腎炎 

6. びまん性硬化性糸球体腎炎 

告示 
番号 41 慢性腎疾患  

疾病名 29 から 40までに掲げるもののほか、慢性糸球体腎炎  

 

7 から 18 までに掲げるもののほか、慢性糸球体
腎炎  
 

そのた、まんせいしきゅうたいじんえん 
 

 

7. 硬化性糸球体腎炎 

8. その他：C1q 腎症，C3腎症，フィブロネクチン腎症，線維性糸

球体腎症など 

 

続発性糸球体腎炎 

1. 紫斑病性腎炎 

2. ループス腎炎 

3. 糖尿病性腎症 

4. アミロイド腎症 

5. 遺伝性腎炎（Alport 症候群など）</pre></td></tr></table> 

 
 
 
抜粋元：http://www.shouman.jp/details/2_2_19.html 

 


